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と
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と
と
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と
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と
と
と
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と
と
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と
と
と
と
と
と
と
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■

日

◎
福
島
原
発

〜

㌔
㍍

圏
内
に
３
事
業
者
残
る

福

島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
よ
る

と
、
福
島
第
一
原
発
か
ら

〜

㌔
㍍
圏
内
の
屋
内
待
避

指
示
の
出
た
地
域
に
は
本
日

時
点
で
３
事
業
者
が
残
っ
て

い
る
。

◎
保
安
院
、
６
月

日
ま

で
被
災
地
の
容
器
表
示
を
緩

和

原
子
力
安
全
・
保
安
院

は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
地
域
内
で
使
用
す
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
容
器
に
つ
い
て
、
表

示
方
法
の
特
例
を
適
用
す
る

と
明
ら
か
に
し
た

「
高
圧

ガ
ス
保
安
法
及
び
関
係
政
省

令
の
運
用
及
び
解
釈
（
内

規
）
」
に
従
う
こ
と
が
困
難

な
も
の
は
、
迅
速
な
被
災
者

支
援
の
観
点
か
ら
▽
「
塗
料

又
は
は
が
れ
る
お
そ
れ
の
な

い
シ
ー
ル
」
は
こ
れ
以
外
の

方
法
で
あ
っ
て
も
、
水
な
ど

に
濡
れ
て
も
「
氏
名
等
」
が

判
読
で
き
る
方
法
で
あ
れ
ば

差
し
支
え
な
い
▽
文
字
は
規

定
以
外
の
色
・
字
体
・
大
き

さ
で
も
「
氏
名
等
」
が
容
易

に
判
読
で
き
る
色
、字
体（
手

書
き
を
含
む

、
大
き
さ
で

あ
れ
ば
差
し
支
え
な
い
∪
∪
∪

と
し
た
。
特
例
期
間
は
６
月

日
ま
で
。

◎
千
葉
県
協
が
見
窑
金
拠

出
決
定

千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
は
午
後
１
時
半
か
ら
、

千
葉
市
の
千
葉
県
ガ
ス
石
油

会
館
で
運
営
委
員
会
を
開

き
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
支
部
と
事

業
者
に
見
窑
金
を
送
る
こ
と

を
決
め
た
。
被
害
が
よ
り
大

き
か
っ
た
東
北
を
支
援
す
る

た
め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
募

集
す
る
救
援
金
に
拠
出
す
る

こ
と
も
決
め
た
。

◎
千
葉
県
３
市
の
都
市
ガ

ス
３
社
、
簡
易
ガ
ス
１
社
に

特
別
措
置

資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
は
、
京
葉
ガ
ス
、
習
志

野
市
企
業
局
、ニ
チ
ガ
ス（
我

孫
子
地
区
）
の
都
市
ガ
ス
３

社
、
東
上
ガ
ス
（
我
孫
子
第

二
団
地
）
の
簡
易
ガ
ス
１
社

が
申
請
し
た
ガ
ス
災
害
特
別

措
置
を
即
日
認
可
し
た
。

◎
官
邸
電
力
需
給
対
策
本

部
、
産
業
用
で
ガ
ス
活
用
も

視
野

首
相
官
邸
で
行
わ
れ

た
「
第
３
回
電
力
需
給
緊
急

対
策
本
部
」
で
経
済
産
業
省

か
ら
今
後
の
電
力
需
給
の
見

通
し
や
対
応
の
方
向
性
、
具

体
的
対
策
例
が
報
告
さ
れ
、

４
月
末
を
メ
ド
に
「
夏
場
に

向
け
た
具
体
的
な
電
力
需
給

対
策
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

産
業
・
業
務
用
分
野
で
は

▽
工
場
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

夏
期
休
業
期
間
の
延
長
と
分

散
化
▽
操
業
・
営
業
時
間
の

短
縮
シ
フ
ト
▽
省
エ
ネ
機

器
、
ガ
ス
活
用
な
ど
の
支
援

策
∪
∪
∪
が
対
策
例
と
し
て
挙

が
っ
た
。

◎
東
電
管
内
の
電
力
不

足
、
夏
季
に
向
け
ガ
ス
空
調

の
注
目
度
高
ま
る

東
京
電

力
管
内
で
今
夏
、
最
大
１
千

万
〜
１
５
０
０
万
㌔
㍗
の
電

力
供
給
力
不
足
が
発
生
す
る

恐
れ
を
受
け
、
経
済
産
業
省

が
、
電
力
需
給
緩
和
策
の
策

定
を
急
い
で
い
る
。
同
省
は

本
日
、
具
体
的
な
対
策
例
と

し
て
、
産
業
・
業
務
用
、
家

庭
用
を
問
わ
ず
多
数
の
対
策

案
を
掲
げ
た
が
、
ガ
ス
業
界

関
係
者
に
よ
る
と
、
ピ
ー
ク

時
の
電
力
を
大
幅
に
カ
ッ
ト

で
き
る
ガ
ス
空
調
の
注
目
度

が
高
ま
っ
て
い
る
。

◎
大
丸
エ
ナ
ウ
ィ
ン
が
１

千
万
円
寄
付

大
丸
エ
ナ
ウ

ィ
ン
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
復
興
・
救
援
と
し

て
、
日
本
経
済
新
聞
社
を
通

じ
日
本
赤
十
字
社
へ
１
千
万

円
を
寄
付
し
た
。

■

日

◎
岩
手
・
宮
城
県
協
、
消

費
者
向
け
相
談
窓
口
設
置

岩
手
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

と
宮
城
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が

本
日
ま
で
に
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
、
契
約
先
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
店
と
連
絡
が
と

れ
な
い
消
費
者
を
対
象
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
た
。

◎
経
済
省
が
窓
口
案
内

経
済
産
業
省
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
（
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
）
で
お
困
り
の

方
へ
」
の
題
名
で
岩
手
・
宮

城
両
県
協
会
の
相
談
窓
口
設

置
と
連
絡
先
を
掲
示
し
た
。

◎
東
電
管
内
か
ら
消
え
た

「
オ
ー
ル
電
化
」

東
京
電

力
は
オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
新

規
営
業
を
中
止
し
、
営
業
担

当
者
を
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
従
事
さ
せ
て
い
る
と

明
ら
か
に
し
た
。
各
地
の
電

化
店
に
は
目
立
つ
広
報
を
控

え
る
よ
う
連
絡
し
た
模
様
。

◎
ナ
ッ
ク

「
放
射
性
物

質
含
ま
れ
て
な
い
こ
と
を
確

認
」

宅
配
水「
ク
リ
ク
ラ
」

を
提
供
す
る
ナ
ッ
ク
（
本
社

・
東
京
）
は
、
化
研
（
放
射

性
同
位
元
素
等
使
用
許
可
番

号
水
使
第
１
７
６
号
）
に
よ

■

日

る
測
定
結
果
か
ら
、
ク
リ
ク

ラ
水
に
放
射
性
物
質
が
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
と
明
ら
か
に
し
た
。

日

に
東
京
都
の
水
道
水
か
ら
基

準
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
て
以
降
、
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
た
。

◎
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
、
被
災

地
向
け
水
出
荷
量
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ

万
本
分
に

ア
ク
ア
ク
ラ

ラ
が
被
災
地
向
け
に
救
援
物

資
と
し
て
提
供
す
る
飲
料
水

の
出
荷
数
量
が
本
日
ま
で
に

万
５
６
６
０
㍑
（
５
０
０

㍉
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
換
算
約

万
１
千
本
）
と
な
っ
た
。

日
以
降
の
出
荷
数
量
は
７

万
４
４
０
０
㍑
の
予
定
。

◎
第
３
回
宮
城
緊
急
対
策

会
議
、
仮
設
住
宅
供
給
は
窓

口
を
協
会
へ

第
３
回
宮
城

県
大
震
災
緊
急
対
策
会
議
が

仙
台
市
で
行
わ
れ
た
。
仮
設

住
宅
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
は
、

宮
城
県
協
会
に
窓
口
を
一
本

化
す
べ
き
と
の
声
が
挙
が

り
、
県
協
を
通
じ
て
プ
レ
ハ

ブ
建
築
協
会
な
ど
に
申
し
入

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
福
島
県
協
も
相
談
窓
口

福
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は

震
災
の
影
響
で
販
売
店
と
連

絡
が
取
れ
な
い
利
用
者
向
け

に
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。

岩
手
、
宮
城
両
県
協
会
が

日
ま
で
に
設
置
し
て
い
る
。

◎
コ
ス
モ
ガ
ス
、
グ
ル
ー

プ
従
業
員
１
人
と
家
族
の
死

亡
を
確
認

コ
ス
モ
石
油
ガ

ス
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
津
波
で
宮
城
県
岩
沼
市
の

グ
ル
ー
プ
充
填
所
に
所
属
す

る
男
性
従
業
員
１
人
と
そ
の

家
族
が
死
亡
し
、
充
填
所
も

機
能
不
全
に
陥
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
の

は
岩
沼
市
早
股
の
コ
ス
モ
ガ

ス
仙
台
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（

㌧
×
２
基

。
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
に
保
管
し
て
あ
っ

た
容
器
が
流
さ
れ
た
。
従
業

員
ら
は
近
く
の
小
学
校
に
避

難
し
た
が
、
男
性
従
業
員
一

人
が
家
族
を
探
し
に
行
き
、

津
波
に
襲
わ
れ
た
と
い
う
。

同
セ
ン
タ
ー
を
充
填
基
地

と
す
る
東
北
コ
ス
モ
ガ
ス

（
宮
城
県
大
崎
市
）
は
、
充

填
所
保
管
分
と
と
も
に
需
要

家
５
０
０
件
の
設
備
が
流
さ

れ
た
。
コ
ス
モ
石
油
ガ
ス
に

よ
る
と
、
地
震
発
生
当
初
は

現
地
と
連
絡
が
つ
か
な
か
っ

た
が
、
震
災
３
日
後
の

日

に
山
形
経
由
で
仙
台
に
入

り
、
東
北
コ
ス
モ
の
状
態
を

確
認
。
死
者
が
出
る
残
念
な

結
果
と
な
っ
た
が
、
生
存
者

へ
の
物
資
提
供
や
充
填
委
託

を
受
け
て
い
た
同
セ
ン
タ
ー

の
応
急
措
置
を
急
い
だ
。

系
列
他
社
に
新
品
容
器
の

提
供
と
充
填
を
引
き
受
け
て

も
ら
っ
た
ほ
か
、
出
資
会
社

の
中
部
ツ
バ
メ
（
愛
知
県
一

宮
市
）
か
ら
充
填
済
容
器
１

５
０
本
程
度
送
り
込
み
、
流

出
需
要
家
分
も
含
め
被
害
分

は
ほ
ぼ
賄
え
た
と
い
う
。

流
出
分
を
除
く
１
万
３
千

件
強
の
需
要
家
宅
の
点
検
調

査
を
実
施
。
営
業
車
両
も
流

さ
れ
た
め
、
自
転
車
を
使
い

日
頃
ま
で
に
一
巡
し
た
。

気
温
が
下
が
る
な
か
停
電
で

凍
結
防
止
装
置
が
働
か
ず
、

パ
ン
ク
状
態
の
給
湯
器
が
多

い
。
部
品
が
届
か
ず
十
分
な

■

日

修
理
が
で
き
て
い
な
い
と
い

う
。
同
セ
ン
タ
ー
以
外
の
損

傷
は
軽
微
で
、
通
電
す
れ
ば

稼
働
で
き
る
状
態
に
あ
る
。

供
給
の
復
旧
と
と
も
に
、

被
害
が
少
な
か
っ
た
山
形
と

福
島
内
陸
部
の
取
引
先
充
填

所
に
災
害
支
援
用
の
プ
ロ
パ

ン
を
届
け
て
い
る
。
自
治
体

の
被
災
者
支
援
に
活
用
し
て

も
ら
う
目
的
で
、
計
１
千
本

程
度
に
な
る
予
定
だ
。

◎
簡
易
ガ
ス
１
万
戸
、
都

市
ガ
ス

万
５
千
戸
で
供
給

停
止
状
態

エ
ネ
庁
が
ま
と

め
た
午
後
９
時
現
在
の
簡
易

ガ
ス
の
復
旧
状
況
に
よ
る

と
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、

茨
城
の
４
県
の
団
地
で
約
１

万
戸
が
供
給
停
止
の
状
態
。

都
市
ガ
ス
は
岩
手
、
宮
城
、

福
島
、
千
葉
の
４
県
９
地
域

の

万
５
５
２
５
戸
で
停
止

し
て
い
る
。

◎
Ｅ
Ｍ
、
被
災
地
向
け
１

・
４
倍
に

エ
ク
ソ
ン
モ
ー

ビ
ル
は

「
被
災
地
域
へ
の

燃
料
供
給
を
平
常
時
の
１
・

４
倍
に
増
強
し
て
い
る
」
な

ど
と
し
た
本
日
現
在
の
対
応

状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。

◎
国
交
省
、

都
県
の
被

災
住
宅
約

％
に
危
険
判
定

国
土
交
通
省
は
、
被
災
建

築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
の

結
果
を
ま
と
め
た
（

日
午

後
１
時
現
在
、
長
野
県
北
部

静
岡
県
東
部
の
地
震
含
む
）。

都
県
１
２
６
市
町
村
で
、

６
万
３
５
０
２
件
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
約

％
に
当
た
る

７
９
２
１
件
が
「
危
険（
赤
）」

の
判
定
と
な
っ
た
。

◎
Ｌ
Ｐ
協
、
民
主
・
自
民

両
党
議
連
に
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
を
要
望

Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
は
、
民
主
党
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
議
員
連
盟
と
自
由
民
主
党

Ｌ
Ｐ
Ｇ
対
策
議
員
連
盟
に
、

被
災
者
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供

給
支
援
や
安
定
供
給
な
ど
を

中
心
に
し
た
「
東
日
本
大
震

災
の
復
興
支
援
に
つ
い
て
」

要
望
し
た
。
中
長
期
的
な
視

点
に
立
ち
、
公
共
施
設
で
の

災
害
対
応
設
備
の
常
時
設
置

な
ど
も
求
め
た
。

◎
カ
メ
イ
、
４
月
の
定
期

異
動
取
り
消
し
、
震
災
復
興

推
進
室
を
設
置

カ
メ
イ
は

震
災
復
興
に
全
社
挙
げ
て
取

り
組
む
た
め
、
４
月
１
日
付

の
組
織
改
革
と
定
期
人
事
異

動
を
す
べ
て
取
り
消
す
と
発

表
し
た
。
一
方
で
、
震
災
復

興
推
進
室
の
設
置
な
ど
、
同

日
付
の
新
た
な
組
織
・
人
事

を
明
ら
か
に
し
た
。

◎
出
光
興
産
、
日
立
油
槽

所
で
入
出
荷
を
再
開

出
光

興
産
は
、
茨
城
県
日
立
市
の

日
立
油
槽
所
で
の
入
出
荷
を

再
開
し
、
３
千
㌔
㍑
の
石
油

製
品
を
積
載
し
た
石
油
タ
ン

カ
ー
が
着
桟
し
た
。

◎
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ

が
義
援
金
１
千
万
円

Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支

援
と
し
て
１
千
万
円
の
義
援

金
拠
出
を
決
め
た
。
物
流
機

能
や
供
給
設
備
回
復
に
必
要

な
支
援
に
つ
い
て
の
検
討
も

進
め
て
い
る
。

◎
経
済
省
、
住
宅
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
義
援
金
に
活
用

経
済
産
業
省
は
、
住
宅
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
の
交
換
商
品
に
東

日
本
大
震
災
の
義
援
金
を
追

加
す
る
と
発
表
し
た
。

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

■

日

◎
福
島
県
双
葉
町
の
避
難

者
が
旧
騎
西
高
に
移
動

さ

い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

に
一
時
避
難
し
て
い
た
福
島

県
双
葉
町
の
避
難
町
民
約
１

２
０
０
人
が
、
新
た
な
受
け

入
れ
拠
点
と
な
る
加
須
市
の

旧
高
等
学
校
に
移
動
を
始
め

た
。
受
け
入
れ
に
当
た
り
、

ｉ
ｎ
ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
再
開
に
向

け
準
備
を
行
っ
た
。

◎
シ
ナ
ネ
ン
が
被
災
地
供

給
体
制
の
確
立
急
ぐ

シ
ナ

ネ
ン
は
、
本
日
ま
で
に
確
認

で
き
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
。

宮
城
県
石
巻
市
で
、
グ
ル
ー

プ
社
員
２
名
の
死
亡
を
確

認
。
そ
の
他
の
社
員
は
全
員

の
無
事
が
分
か
っ
て
い
る
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
大
船
渡
充
填

基
地
（

三
陸
営
業
所
、
岩

手
県
大
船
渡
市
、

㌧
１

基

、
釜
石
充
填
基
地
（
同

釜
石
市
、

㌧
２
基
）
の
２

カ
所
と
、
三
陸
地
域
の
灯
油

供
給
設
備
４
カ
所
が
稼
働
を

停
止
し
て
お
り
、
周
辺
拠
点

の
補
完
に
よ
る
供
給
体
制
確

立
を
急
い
で
い
る
。
三
陸
営

業
所
と
販
売
子
会
社
ミ
ラ
イ

フ
東
北
の
釜
石
店
（
同
釜
石

市

、
高
田
店
（
同
陸
前
高

田
市
）
の
事
務
所
が
水
没
、

流
出
し
た
た
め
、
周
辺
拠
点

に
事
務
所
機
能
を
移
し
業
務

を
継
続
し
て
い
る
。
固
形
燃

料
製
造
子
会
社
イ
シ
ネ
ン
の

石
巻
工
場
（
石
巻
市
）
は
、

津
波
被
害
で
操
業
を
停
止
し

た
。
直
営
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
、
セ
ル
ヴ
ィ
ス
仙
台
港

（
仙
台
市
）
も
浸
水
と
停
電

で
営
業
で
き
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
。

他
の
営
業
施
設
や
供
給
設

備
は
、
停
電
の
解
消
や
補
修

作
業
に
よ
り
、
ほ
ぼ
通
常
通

り
稼
働
し
て
い
る
。
震
災
直

後
か
ら
取
引
先
の
被
災
状
況

や
消
費
者
宅
の
訪
問
、
安
全

点
検
を
順
次
実
施
。
国
内
グ

ル
ー
プ
各
社
の
社
員
に
よ
り

編
成
さ
れ
た
応
援
部
隊
を
投

入
し
、
復
旧
工
事
も
始
め
て

い
る
が
、
住
居
の
流
失
・
損

壊
が
激
し
い
地
域
も
あ
る
。

◎
大
陽
日
酸
、
納
入
先

％
が
再
開
見
通
し
立
た
ず

大
陽
日
酸
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
本

部（
山
野
佳
員
常
務
本
部
長
）

が
被
災
状
況
を
明
ら
か
に
し

た
。
東
北
向
け
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

８
割
は
工
業
用
向
け
で
、
需

要
家
工
場
が
稼
働
し
ガ
ス
の

納
入
が
で
き
て
い
る
の
は
そ

の
う
ち

％
。
残
り

％
は

再
開
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
。
販
社
で
は
茨
城
県
沿

岸
部
な
ど
で
ガ
ス
漏
れ
が
発

生
し
た
が
、
供
給
を
す
ぐ
に

止
め

日
頃
ま
で
に
す
べ
て

改
善
し
た
。

再
開
の
メ
ド
が
立
た
な
い

需
要
家
に
は
、
津
波
で
水
没

し
た
工
場
が
あ
る
ほ
か
、
福

島
第
一
原
発
の
避
難
勧
告
圏

内
に
６
カ
所
あ
る
。
相
手
先

が
納
入
可
能
に
な
っ
て
も
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
出
荷
基
地
の
被
災

や
ロ
ー
リ
ー
が
足
ら
な
い
状

態
に
あ
り
、
遠
隔
基
地
か
ら

の
転
送
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
。東

北
６
県
に
は
自
社
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
充
填
所
は
な
い
。
茨

城
県
に
は
水
戸
、
土
浦
（
阿

見
町

、
古
河
の
３
カ
所
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
稼
働
で

き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
鹿
嶋
市
長
栖
の
鹿

島
事
業
所
は
、
１
階
の
鹿
島

支
店
が
水
に
浸
か
り
、
地
盤

の
液
状
化
で
建
屋
が
少
し
傾

い
た
。
２
階
の
販
社
営
業
所

で
も
電
話
が
不
通
な
ど
、
事

務
所
機
能
は
不
完
全
な
状
態

だ
。
鹿
島
エ
リ
ア
な
ど
の
一

部
で
発
生
し
た
販
社
の
ガ
ス

漏
れ
は
、
関
東
の
他
拠
点
か

ら
応
援
を
出
す
な
ど
し
て
既

に
修
理
済
み
。
ガ
ソ
リ
ン
不

足
の
た
め
、
中
部
地
区
の
販

社
か
ら
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
３
台
を
送

り
込
ん
だ
。

日
の
第
一
便

を
皮
切
り
に
、
東
北
支
社
へ

救
援
物
資
を
順
次
送
り
、
人

員
も
派
遣
し
た
。

山
野
本
部
長
は
「
グ
ル
ー

プ
社
員
全
員
の
無
事
が
確
認

で
き
た
が
、
一
般
高
圧
の
多

賀
城
事
業
所
で
大
き
な
被
害

を
受
け
る
な
ど
、
影
響
の
全

貌
は
ま
だ
見
え
て
い
な
い
。

全
社
を
挙
げ
全
力
で
復
旧
に

取
り
組
む
」と
話
し
て
い
る
。

５
月
末
に
予
定
し
て
い
た

全
国
特
約
店
会
、
メ
ジ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
会
の
総
会

は
延
期
を
決
定
し
た
。

◎
ア
ス
ト
モ
ス
、
日
赤
通

じ
義
援
金
１
千
万
円

ア
ス

ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
被

災
地
支
援
の
た
め
、
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
義
援
金
１

千
万
円
を
送
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

◎
岩
谷
産
業
の
支
援
総
額

が
２
億
円
に

岩
谷
産
業

は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
支
援
総
額
が
本
日
現
在
で

約
２
億
円
に
達
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
義
援
金
３
１
３

０
万
円
（
う
ち
１
３
０
万
円

は
役
員
か
ら
）
を
送
っ
た
ほ

か
、
支
援
物
資
の
緊
急
出
荷

と
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

・
７

㌧
、
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
・
カ

セ
ッ
ト
ガ
ス
や
天
然
水
「
富

士
の
湧
水

、
炊
き
出
し
器

具
セ
ッ
ト
、
生
活
用
品
な
ど

を
提
供
。
さ
ら
に
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ム
コ
―
岩
谷
産
業

緊
急

災
害
時
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
基
金

で
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
２
万
１

６
８
０
台
と
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

万
本
を
出
荷
。
総
額
が
約

２
億
円
と
な
っ
た
。

◎
ア
ラ
ム
コ
と
岩
谷
、
緊

急
災
害
基
金
を
２
０
０
万
㌦

に
倍
増

岩
谷
産
業
は
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
の
申
し
入
れ

を
受
け

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ

―
岩
谷
産
業

緊
急
災
害
時

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
基
金
を
両
社
で
２

０
０
万
㌦
に
倍
増
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

◎
政
府
、
エ
ネ
供
給
確
保

で

億
円

政
府
は
閣
議

で
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
域
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
確
保
経
費
と
し
て
、
２

０
１
０
度
予
備
費
か
ら
約

億
円
を
充
て
る
こ
と
を
決
め

た
。
主
な
使
途
は
被
災
地
域

向
け
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
購

入
と
、
臨
時
簡
易
ド
ラ
ム
缶

型
給
油
所
の
設
置
費
用
。

◎
出
光
、
八
戸
油
槽
所
再

開
で
東
北
出
荷
基
地
す
べ
て

が
復
旧

出
光
興
産
は
本

■

日

日
、
八
戸
市
の
八
戸
油
槽
所

の
入
出
荷
を
再
開
し
、
東
北

地
区
で
の
石
油
製
品
出
荷
基

地
は
す
べ
て
復
旧
し
た
。

◎
出
光
が
義
援
金
５
億
円

出
光
興
産
は
、
今
年
度
予

定
し
て
い
た
創
業
１
０
０
周

年
記
念
行
事
の
一
部
を
中
止

し
、
そ
の
費
用
を
含
む
５
億

円
を
被
災
地
に
送
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
青
森
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
の

各
県
に
１
億
円
ず
つ
送
る
。

◎
Ｔ
＆
Ｄ
リ
ー
ス
、
日
赤

通
じ
義
援
金
３
０
０
万
円
送

る

Ｔ
＆
Ｄ
リ
ー
ス
は
、
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
義
援

金
３
０
０
万
円
を
送
っ
た
。

◎
橋
本
産
業
、
塩
釜
充
填

所
再
開
と
販
売
店
支
援
に
全

力

橋
本
産
業
が
、
被
災
・

復
興
支
援
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
。
同
社
は
グ
ル
ー
プ
会

社
、マ
ル
ハ
産
業（
仙
台
市
）

と
と
も
に
関
東
・
東
北
エ
リ

ア
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
灯
油
、
固

体
燃
料
の
供
給
拠
点
を
持

つ
。
地
震
発
生
後
の
津
波
で

宮
城
県
の
塩
釜
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
充

填
所
（

㌧
１
基
）
と
塩
釜

煉
炭
工
場
が
浸
水
被
害
に
遭

い
、
充
填
所
の
再
開
を
目
指

し
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

◎
堀
川
産
業
が
創
業
者
生

誕
地
に
義
援
金
１
千
万
円

堀
川
産
業
は
、
福
島
県
の
富

岡
町
に
義
援
金
１
千
万
円
を

送
っ
た
と
発
表
し
た
。
富
岡

町
は
創
業
者
、
堀
川
吉
蔵（
ほ

り
か
わ
・
き
ち
ぞ
う

１
９

０
５
〜
１
９
８
５
年
）
氏
の

生
誕
地
で
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
の
に
加
え
、
福

島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
を

受
け
て
退
避
エ
リ
ア
に
も
な

っ
て
い
る
。

◎
経
済
省
が
国
備
放
出
を

決
定

経
済
産
業
省
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
入
荷
が

困
難
に
な
り
出
荷
継
続
が
懸

念
さ
れ
る
鹿
島
液
化
ガ
ス
共

同
備
蓄
鹿
島
事
業
所
に
対

し
、
隣
接
す
る
神
栖
国
家
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
備
蓄
基
地
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
約
４
万
㌧
を
放
出
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
４
月
４
日

か
ら
開
始
す
る
予
定
。

◎
東
電
が
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

火
力
を
増
強
へ
、
姉
ヶ
崎
Ｌ

Ｐ
Ｇ
火
力
も

東
京
電
力
が

夏
場
の
電
力
需
給
ひ
っ
迫
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
や
軽
油
の
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
に
よ
る
火
力
発
電
の
増

強
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ

に
関
連
し
て
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関

係
者
に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

輸
入
基
地
（
低
温
タ
ン
ク
約

万
㌧
）
を
併
設
す
る
日
本

唯
一
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
火
力
の
姉

ヶ
崎
発
電
所
（
市
原
市
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
や
Ｎ
Ｇ
Ｌ
と
の
ガ
ス
混

焼
方
式
、
出
力
３
６
０
万
㌔

㍗
）
向
け
電
力
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
調
達
量
を
増
強
し
て
い

る
。
姉
ヶ
崎
発
電
所
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
調
達
量
は
４
〜
２
月
合

計
で
約

万
㌧
だ
が
、
４
月

以
降
に
輸
入
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
増

強
さ
れ
る
見
通
し
。

◎
木
村
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
社
長
が

製
品
不
足
を
陳
謝

Ｊ
Ｘ
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
木
村
康
社
長

は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
つ
い
て
談
話
を
発
表
し

た
。
グ
ル
ー
プ
で
死
者
が
出

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
被

災
に
よ
る
供
給
能
力
低
下
で

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
不
足
が

生
じ
た
こ
と
を
陳
謝
。
供
給

の
回
復
と
安
定
化
に
全
力
を

挙
げ
る
ほ
か
、
電
力
確
保
に

向
け
た
火
力
発
電
用
供
給
に

も
注
力
す
る
考
え
を
示
し

た
。◎

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
、
小
名
浜
で

タ
ン
カ
ー
受
け
入
れ
再
開

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
東
北

で
の
供
給
力
復
旧
に
全
力
を

挙
げ
て
い
る
。
福
島
県
小
名

浜
地
域
に
２
カ
所
あ
る
油
槽

所
が
本
日
ま
で
に
タ
ン
カ
ー

の
受
け
入
れ
を
再
開
。
太
平

洋
沿
岸
で
は
八
戸
２
カ
所
、

塩
釜
が
既
に
受
け
入
れ
を
し

て
お
り
、
日
本
海
沿
岸
や
内

陸
基
地
か
ら
も
東
北
へ
供
給

し
て
い
る
。

◎
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
、
被
災

地
５
協
会
に

万
円
寄
付

中
国
地
区
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
連

合
会
が
、本
日
ま
で
に
青
森
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城

の
５
県
協
会
に

万
円
ず
つ

を
寄
付
し
た
。

■
３
月

日

◎
中
部
地
区
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

事
業
者
、
相
次
ぎ
義
援
金

中
部
地
区
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

者
が
、
被
災
地
へ
の
義
援
金

寄
付
を
相
次
ぎ
表
明
し
て
い

る
。
マ
ル
エ
イ
（
本
社
・
岐

阜
市
）が
本
日
２
０
０
万
円
、

村
瀬
産
業
（
同
）
が

日
に

１
０
０
万
円
、
新
日
本
ガ
ス

（
同
）
が

日
に
５
０
０
万

円
を
岐
阜
新
聞
を
通
じ
寄

付
。
村
瀬
産
業
は
グ
ル
ー
プ

社
員
有
志
が
別
途
約

万
円

を
寄
付
し
た
。

日
に
は
中

日
新
聞
を
通
じ
名
古
屋
プ
ロ

パ
ン
瓦
斯
（
名
古
屋
市
）
が

５
０
０
万
円
、

日
に
は
美

濃
加
茂
ガ
ス（
美
濃
加
茂
市
）

が
１
０
０
万
円
を
寄
付
し

た
。
上
野
ガ
ス
（
伊
賀
市
）

も
市
を
通
じ
１
０
０
万
円
単

位
の
寄
付
を
決
め
て
い
る
。

◎
中
国
工
業
、
仙
台
新
拠

点
で
復
興
支
援
に
全
力

中

国
工
業
仙
台
支
店
は
本
日
か

■

日

ら
、
仙
台
市
内
の
新
事
務
所

で
本
格
的
な
業
務
を
開
始
し

た
。
人
的
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
入
居
し
て
い
た
ビ

ル
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け
、

東
京
支
社
で
受
注
業
務
を
代

行
し
て
い
た
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容

器
を
保
管
し
て
い
た
仙
台
市

内
の
倉
庫
も
津
波
で
支
障
が

出
て
い
た
が
、
生
産
面
な
ど

で
い
ち
早
く
対
応
し
、
呉
工

場
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
を
出

荷
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
整

っ
た

今
後
は

全
社
を
挙
げ

て
被
災
者
、
被
災
地
域
全
体

の
復
興
に
協
力
し
て
い
く
。

◎
Ｌ
Ｐ
協
、
被
災
地
協
会

に
義
援
金
１
２
０
０
万
円

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
は
、
大
き
な

被
害
を
受
け
た
県
協
会
を
中

心
に
、
総
額
１
２
０
０
万
円

の
救
援
金
を
送
る
こ
と
を
決

め
た
。
政
府
が
指
定
し
た
災

害
地
域
の
都
道
府
県
協
会
に

対
し
、
各

万
円
の
見
窑
金

■

日

■

日

を
支
給
す
る
こ
と
も
決
め

た
。◎

仮
設
住
宅
が
順
次
着
工

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

向
け
応
急
仮
設
住
宅
が
順
次

着
工
さ
れ
て
い
る
。
岩
手
県

で
は
、
陸
前
高
田
市
（
市
立

第
一
中
学
校
）
で
約
２
０
０

戸
の
う
ち

戸
が
本
日
作
業

に
入
っ
た
。

◎
避
難
者
受
け
入
れ
へ
、

ｉ
ｎ
ｇ
が
騎
西
高
校
の
供
給

再
開
を
準
備

ｉ
ｎ
ｇ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
福
島
県

双
葉
町
の
避
難
民
の
受
け
入

れ
拠
点
と
な
る
加
須
市
の
旧

埼
玉
県
立
騎
西
高
校
校
舎
の

配
管
や
器
具
、
保
安
設
備
の

点
検
調
査
や
工
事
作
業
を
開

始
し
た
。

年
の
同
高
閉
校

前
ま
で
同
社
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

供
給
し
て
お
り
、
本
日
、
埼

玉
県
か
ら
供
給
再
開
に
向
け

■

日

た
準
備
の
要
請
が
あ
っ
た
。

◎
被
災
地
の
メ
ー
タ
ー
検

満
、
８
月
末
ま
で
延
長

経

済
産
業
省
は
、
特
定
非
常
災

害
特
別
措
置
法
の
第
３
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
特
定
権

利
利
益
の
満
了
日
延
長
を
告

示
し
た
。
大
震
災
で
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村

の
区
域
に
住
所
を
置
く
顧
客

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
、

検
満
期
限
が
８
月

日
ま
で

延
長
さ
れ
る
。
同
区
域
に
住

所
を
置
く
事
業
者
は
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
法
の
認
定
保
安
機
関
、

特
監
法
（
特
定
ガ
ス
消
費
機

器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関

す
る
法
律

、
電
気
工
事
業

法
の
更
新
期
限
が
同
じ
く
８

月

日
ま
で
延
長
さ
れ
る
。

◎
Ａ
Ｗ
グ
ル
ー
プ
、
仙
台

に
第
１
陣

人
を
派
遣

エ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
復
旧
支

■

日

援
の
た
め
、
仙
台
市
に
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
販
売
事
業
者
の
グ
ル
ー

プ
社
員

人（
北
海
道

人
、

関
東
５
人
）
を
派
遣
し
た
。

派
遣
隊
と
車
両
、
工
具
、
食

料
の
現
地
へ
の
フ
ェ
リ
ー
輸

送
が
不
可
能
な
た
め
、
新
潟

経
由
で
仙
台
に
陸
送
し
た
。

◎
愛
知
時
計
電
機
が
義
援

金
２
千
万
円

愛
知
時
計
電

機
は
、
東
日
本
大
震
災
の
支

援
・
復
興
義
援
金
と
し
て
２

千
万
円
を
寄
付
し
た
と
発
表

し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
企

業
や
労
動
組
合
、
外
注
業
者

に
寄
付
金
を
募
っ
て
お
り
、

ま
と
ま
り
次
第
、
義
援
金
と

し
て
寄
付
す
る
。

◎
エ
ネ
研
が
呼
び
か
け

「
Ｉ
Ｈ
な
ど
多
消
費
型
の
使

用
控
え
る
べ
き
」

日
本
エ

ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
は

「
家
庭
の
節
電
対
策
と
消
費

電
力
抑
制
効
果
」
と
題
す
る

レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
、
朝
夕

の
ピ
ー
ク
時
に
１
世
帯
当
た

り
２
㌔
㍗
の
消
費
電
力
と
な

る
Ｉ
Ｈ
調
理
器
や
、
多
消
費

型
家
電
機
器
の
使
用
を
避
け

る
べ
き
と
呼
び
か
け
た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

（４）２０１１年（平成２３年）４月４日（月曜日）プロパン・ブタンニュース（第３種郵便物認可） （４）２０１１年（平成２３年）４月４日（月曜日）プロパン・ブタンニュース（第３種郵便物認可）


